
  

3.  現行全体計画（H12 作成）と見直し計画（案）の比較  
3. 1  現行全体計画（H12 作成）の中での進捗  

 

図 3.1 平成 23 年度現在の既設対策工
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表 3.1 現行計画（H12 作成）に対する対策工の進捗 

 

3. 2  現行計画（H12 作成）と見直し（案）の比較  
3. 2. 1  見直し条件  

 現行計画と見直し（案）を以下の条件で比較を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）全体ブロック 

 ① 現行の全体計画は，近似三次元安定解析法を用いているのに対して，見直し案の安定度

評価は，RBSM-3d による三次元安定解析法を用いた。 

 ② 地すべりの安全率は，降雨や融雪などの誘因の状態に応じて変化し，保全対象の重要度

によって決定する目標安全率に対する余裕幅も同時に変化する。 

 ③ このため，現地の流量観測やボーリング孔の観測水位を用いて地下水流出モデルを検討

し，融雪換算降水量の変化に応じた水位面形を推定して，この場合に発現される現計画

の地下水排除効果から，全体ブロックの長期安定性を評価した。 

 ④ 上記検討結果から，現行の全体計画の全部を施工しなくとも，1/100 確率の融雪換算降

水量に対しても安定が確保されるとの結果を得ていることから，全体ブロックに対する

現行の計画数量と今回検討した工事数量について比較する。  

現行計画（H12作成） 見直し計画（案）

近似三次元解析 RBSM-3d

移動方向の転向 △ ○

形状による抵抗力評価 × ○

地質に応じたすべり面強度 × ○

銅山川地すべりへの適合 △ ○

① Ｆ近似三次元H12＝1.00 ＦRBSMH12＝1.00

②  Ｆs近似三次元＝1.20 －

③＝①→②
を満足工事量

③の内，誘因強度
増の場合でも

ＦRBSM＞1

長期安定性評価

1/30年確率
1/50年確率
1/100年確率

対策工の量

－

安定解析式

臨界安全率

目標安全率

誘因の
超過確率試算

 

（２）古水川沿いの小ブロック 

 ①  現行全体計画では，地形から推定した地すべりブロックに対して，対策工事を計画して

いるが，これまで全体ブロックに隣接し全体ブロックが滑動する際にその影響を受けて

活動したⅦ（蔦郷橋）ブロック以外では，地すべり活動が確認されていない。  

 ②  地すべり活動は確認されないものの，湧水や降雨により地表の侵食が顕著であることか

ら，これらのブロックに対しては，効率的な地表排水を行い，侵食を防止することが優

先されるべきと考えられるため，地すべり対策が未施工のブロックに対しては，水路工

などによる地表水処理対策を主眼とする。  
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3. 2. 2  現行計画（H12 作成）と見直し計画（案）の比較  

表 3.2 全体ブロック対策工での現行計画（H12）と見直し計画比較 

           

(m) (本） (m) (本） (m) (本） (m) (本） (m) (本） (m) （箇所）

No.1TN 2,205 28 2,520 28 1,400 27 3,780 106 8,480 104 8,320 28

No.1’TN 360 8 960 8 400 7 840 40 4,000 38 3,800 8 ＋ ：①現行計画

No.2TN 1,158 33 3,300 33 2,640 32 5,760 158 15,800 156 15,600 33

No.3TN 250 7 700 7 560 6 1,080 26 2,600 7 ：②見直し計画

No.4TN 678 26 2,600 26 2,080 25 4,500 120 12,000 26

No.5TN 248 9 900 9 720 8 1,440 40 4,000 9

No.6TN 716 25 4,250 25 4,250 128 12,800

施設災ＴＮ 200 25 3,700 100 800

Ｉ拡大ブロック 9 902 9

小計 5,815 120 11,882 136 12,050 155 25,350 718 60,480 298 27,720 120

見直し計画(案） 計 69 6,780 136 12,050 57 10,260 69

凡例

区分ごの記載欄

区分
トンネル
暗渠工

建て上げBor
(追加）

電気施設建て上げBor強制排水工
強･排→

落込みBor
落込みBor
（当初から）

 

 

表 3.3 古水川沿い小ブロック対策工での現行計画（H12）と見直し計画比較  

(基） (m) (本） (m) (本） (m) (本） (m)

Ⅰブロック 2 40.0 34 1,700.0 20 600 35 875

Ⅱ-1ブロック 3 52.0 17 4,080.0 10 300 117 1,919

Ⅱ-2ブロック 3 56.0 18 894.5 72 1,764 ＋ ：①現行計画

Ⅲブロック 2 40.0 34 1,700.0 40 800

Ⅳブロック 1 20.0 17 850.0 20 900 ：②見直し計画

Ⅴブロック 1 15.0 17 850.0

Ⅵブロック 2 36.0 31 1,664.6 20 600 54 1,249

Ⅶブロック 2 30.0 34 1,700.0 55 825

Ⅸブロック 3 45.0 51 2,550.0

上蔦郷 10 300

下蔦郷 10 300

隣接部 48 960

小計 19 334 253 15,989.1 118 3,060 393 8,332

見直し計画（案） 10 184 100 8,339 40 1,200 54 1,249

区分
集水井工 集水ボーリング

地上集水（横孔）
ボーリング

区分ごの記載欄

備考

山腹工は別途計上

杭打工

凡例
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図 3.2 CRCM による寒候期（12～3 月）の降水量の将来予測（％） 

            左：A1B シナリオ，右：B1 シナリオ 

          （気象庁（2008）：地球温暖化予測情報第７巻，p.16） 
 
                                                                                                    

図 3.3 CRCP による寒候期（12～3 月）の地域別降水量の将来変化 

                                                         （気象庁（2008）：地球温暖化予測情報第７巻，p.16） 
 
 
 

file  no  Block  Area  R  D  FsRBSM  α  strength

0 all 1,455,630 160,964,113 159,066,659 1.012 262.8 109.3

1 upper 974,369 110,397,515 173,067,274 0.638 255.5 177.6

2 middle 233,742 26,061,496 4,626,305 5.633 334.0 19.8

3 lower 247,521 24,505,101 22,472,667 1.090 31.7 90.8

地球温暖化シナリオ

 
 

 

 

 

 

 

A1B シナリオの東北日本海側での予測の

信頼区間の上限値，約 13％UP として 

1/100 確率×1.13 として試算 

参考資料 
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表 3.4 全体ブロック対策工の工程 
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3. 3  比較のまとめ 

表 3.5 現行計画（H12 計画）と見直し計画（案）のまとめ（1/2） 
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表 3.6 現行計画（H12 計画）と見直し計画（案）のまとめ（2/2） 
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